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トークから：

プロップステーションは、ＩＴを活用して、家族の介護を受けていらっしゃる、施設にいらっしゃ
る、あるいは筋ジストロフィーのような進行性の障害で病院にいらっしゃる、そういう状態の方も
社会に参加して、社会参画をして、なおかつ働いて、納税者になろうと、いう過激な活動をやって
いる団体です。今まで保護や救済といった福祉のイメージの対象に思われていた人達を社会を支え
る誇りある国民の一人にしよう。あるいはそうなれる人達である。そんな日本を実現したいという
ことで、１９９１年の５月に草の根のボランティアのグループとして生まれました。

私、娘と息子おりましてね。息子はもう既に３３歳。下の娘、長女を３０年前に重症心身障
害児で授かったわけです。色んな障害がどれも重くって、目で言うと、ものの形は見えないけ
ど、影だけがぼんやりと見える。音は聞こえているんですけど、その音が何を意味しているか
は一切判断できません。声は出るんですが、赤ちゃんが「うー」とか「あー」とか産まれてす
ぐ、言いますよね。「まんまんま」とかよりは、ちょっと手前の、最初に気持ちのよい時は心地
よい声を出し、機嫌の悪い時は心地悪い声を出すというような、そのまんまの状態。体も生ま
れたときはこんにゃくみたいに頭とお尻がくっつくぐらいにぐにゃぐにゃだったんですね。精
神の障害もとっても重くて、皮膚の接触の障害。かあちゃんもゴミと一緒なんです。抱っこさ
れたりするのが嫌、色んなものに触れるのが嫌。だから、自力でおっぱいとかも吸ってくれな
い。自分でおっぱいを絞って、それをほ乳ビンに入れて、湯煎して、スポイトで口に入れてや
るみたいなことも最初はしていました。

そこへもってきて、私の父親、娘のおじいちゃんが、「お前が絶対に不幸になる。だから、今
の内からこの孫を連れて死ぬ。」と、本気でいうとるんです。 ゆきさんもおっしゃったように、
私、すっげぇ不良でした。高校入学はしたんですけれども、すぐに同棲しまして、ばれまして、
不純異性交友ということで、退学になりました。結婚したんですが、付き合ってる段階だった
んで、退学だけじゃなくて、学籍抹消と。学校嫌い、勉強嫌いで、趣味は家出と木登り。どう
せ道外れてるんだから、この状況を幸せにすることだって絶対できるはずや。そんな迂闊な事
考えてくれるなと父に言いました。

けど、どう楽しく育てたらいいか。はっと気がついた方法は、彼女が見え
ないんやったら、見えない人とつきあったらいい。見えなくってもこういう
風に生活しているとか、こんなことができるとか、こういうことを楽しむと
か。教えてもらえるじゃないですか。聞こえない、喋れない人と付き合うこ
とによって、聞こえない、喋れないことによる不便さ、困る事。だけどこん
な風にして生きている、自分達は生活しているという知恵を教えてもらえる。
出発はかあちゃんのわがままです。私自身が自分の娘と心地よく生きていっ
て、私自身も心地よくありたいというのが出発だったわけです。

そういった中で、左手の指先だけでマンションの管理人をはじめたという
青年とも出会いました。全盲で子育てしている女性とも知り合った。もう、完璧に片付いてい
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るんですね。すごいなぁと思いましたね。ところが、アパートを借りる時に、不動産屋さんに
全部断られたんですね。理由は見えへん人に貸したら、火事出すっていうそうです。火事出す
のは私のような人間ですわ。（笑い）

人間何がくやしいって、期待されないほどくやしいことはないですよ。あんたには期待しな
い、代わりに何々してあげるって言われたら、大半の人は、それはやっぱり、「馬鹿にすんな」
って思う。けど、それを「福祉」という名前で平然とやっている。年金とかもらっていても、
認められない代わりにもらったお金なんか嬉しくないんです。

もう 1 つは障害者という言葉です。「差し障る」と「害」、この二つ並べた
この言葉のどこにポジティブなイメージがあるでしょうか。ある時ですね、
支援者の方が、最近アメリカでは障害者のことを「The challenged」と呼ん
でいると教えてくれたんですね。ed はなんやろう。私中卒ですから、こん
なもんがつくともうわからないんですわ。受身体？チャレンジされる。ます
ますわからん。なんじゃそりゃというと、「神から挑戦という使命や課題、
あるいはチャンスを与えられた人」という意味。つまり、人間には生まれな
がらに自分の課題に向き合う力がある。与えられている。しかも、その課題
が大きければ大きいほど、向き合う力が沢山与えられているよという意味な
んですよね。

ひえー、私が言いたかったこと、これよ！みたいな感じでした。この言葉を教えていただい
たのはあの阪神大震災の直後だったんです。うち丸焼けになったんですよ。スタッフも関係者
も全員被災者になってしまった。この言葉は障害者だけをあらわすんじゃない。震災復興に立
ち向かう人はチャレンジドだというような使い方をするって聞いた。もうぴったりです。ああ、
じゃあこれからプロップステーションでは障害者と言わずに、チャレンジドという言葉を使っ
て行こうと。チャレンジドと思える自分達を目指そうということで使い始めました。

今私達のキャッチフレーズは、「チャレンジドを納税者にできる日本」。これ、実はケネディ
大統領の言葉なんです。大統領になって最初の議会に提出した所信表明に彼ははっきりと発言
しているんですね。私は全ての障害者を納税者にしたいと。ケネディ家は沢山、障害を持つ子
どもさんがいらっしゃるんで、そういう実感も彼はあったのだと思います。

私は、人の誇りある気持ちを引き出す活動をしたかったので、企業の方にこのように申し上
げました。私達がこれからやろうとしているセミナーから、あなたの会社の立派な社員、ある
いはあなたの会社のアウトソースをきちんとやってくれる人達、あるいはあなたの会社の製品
のよきユーザが必ず生まれてくるんで先行投資をして下さい、と。寄付じゃない、先行投資を

して下さいと。コンピュータ業界は若い業界です。ベンチャーの社長さん多
いですから。いわゆる大企業の序列の中のトップの人達とはちょっと違うん
ですよね。こういうお話をしたら、みんなぴっぴっぴっとひらめきはるんで
すね。おもしろいなと。で、最初に応援をしてくれたのは実はコンピュータ
ーメーカーさんだったんです。

ホームページ、http://www.prop.or.jp/もプロップのチャレンジドの皆さん
が作ってます。（イラストは、このＨＰに掲載されている、さこんみつるさ
んのイラストです）
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